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研究成果の概要（和文）：　本研究は，韓国及び台湾に焦点を当て，学生相談・学生支援の発展が心理専門職の
専門性養成に与えた影響について明らかにすることを目的として行われた。文献研究の結果から，韓国，台湾と
も自国の文化的・社会的背景に着目した研究，自国の文化の影響の海外との比較，西欧の研究で得られた知見を
自国に適するよう修正する研究が多く行われていることが見出された。さらに，両国の学生相談機関におけるイ
ンタビュー調査を実施し，文献研究により得られた知見を補完するともに，学生相談の実情を確認した。その結
果，両国における学生相談・学生支援の発展が心理専門職の専門性養成に深く関わっていることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：  This study was conducted to clarify the influence of the development of 
student counseling and student support on the professional development of psychologists by focusing 
on student counseling in South Korea and Taiwan. From the results of the literature reviews, it was 
found that many studies focused on the cultural and social backgrounds of the countries, compared 
the influence of their own culture with that of foreign countries, and modified the findings of 
Western studies to suit their own countries in both countries. Furthermore, interviews were 
conducted at student counseling centers in both countries to complement the findings of the 
literature reviews and to confirm the actual conditions of student counseling. The results suggest 
that the development of student counseling and student support in both countries is deeply related 
to the professional development of psychologists.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の意義は，歴史的・文化的に関連が深いにもかかわらず，学生相談領域において，これまで重視されて
こなかった韓国および台湾に焦点を当て，学生相談の発展が心理専門職の専門性養成に与えた影響について知見
を得たことにある。従来，日本における学生相談領域の研究は，学生相談の歴史やその発展経緯が日本とは大き
く異なる西欧，特にアメリカの学生相談をもとにするものが大半であった。今後，日本における学生相談の発展
や心理専門職の専門性養成を考える場合，東アジア地域との比較はもとより，これまで着目されてこなかった
国々との比較検討を積極的に行うことの必要性を指摘したことが本研究の意義といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 学生相談領域においては，その歴史や発展経緯が日本とは大きく異なる西欧，特に，アメリカ
の学生相談をモデルとし，また，研究上の視座とすることが大半であった。一方，東アジア地域
のうち，日本と歴史的・文化的に関連が深く，日本と同様，第二次大戦後に学生相談が始まり，
現在，学生相談や心理専門職の専門性養成が発展している状況にある韓国及び台湾に焦点を当
てることはほとんど見られなかった。例えば，台湾は，日本より遥かに早く，アジアで初めて心
理専門職の国家資格化を実現した歴史があり，韓国では，現在，既存の心理専門職の学会資格を
踏まえて，国家資格化に向けた議論がなされている。 
こうした状況を踏まえれば，これまでと同様，西欧やアメリカ中心の研究のみを続けることは，
研究の発展の方向性を狭め，結果として，日本における学生相談の発展や心理専門職の専門性の
発展にとって大きなマイナスにつながりかねないと考えられた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，韓国，台湾における学生相談の発展が心理専門職の専門性養成に与えた影響につい
て，各国の学生相談の発展の経緯を踏まえたうえで検討を加え，その結果を日本の状況と比較す
ることにより，日本における学生相談の今後の発展の方向性について示唆を得ることを目的と
する。具体的には，両国における学生相談・学生支援に関する文献研究を行うとともに両国の学
生相談機関を訪問し，学生相談の現状に関する資料を得るとともに，学生相談実務担当者を対象
としたインタビュー調査を実施する。これらにより，両国における学生相談の発展が心理専門職
の専門性養成に与えた影響について明らかにすること，日本の学生相談が今後の心理専門職の
専門性養成に寄与するための方策について示唆を得ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
まず，韓国・台湾における近年の学生相談・学生支援を扱った研究論文を収集し，その文献研
究を行う。その際，英語論文だけでなく，ハングル及び中国語により書かれた両国の大学生を対
象に実施された研究論文も対象に含める。これらの文献研究により，両国における学生相談・学
生支援における研究課題とその特徴を明らかにするとともに，それらが専門性養成に与えた影
響について検討を加える。 
次に，両国の学生相談機関を訪問し，学生相談の現状に関する資料を入手するとともに，相談
実務担当者を対象としたインタビュー調査を実施する。これにより，文献研究で得られた知見を
確認するとともに，その補完を行う。さらに，両国における学生相談の発展がその専門性養成に
与えた影響について資料を得たうえで，日本の現状との比較を行い，日本における専門性養成の
課題について示唆を得る。 
 
４．研究成果 
文献研究からは以下のような成果が得られた。 
まず，韓国における学生相談・学生支援の近年の研究課題に関する文献研究の結果，「学生相
談・学生支援のための介入方法に関する研究」，「カウンセリングや心理的支援への態度，及びス
ティグマに関する研究」，「海外との比較・欧米との文化差に関する研究」，「インターネットの利
用に関する研究」，「特定の特性に焦点を当てた適応に関する研究」の 5つの研究課題が見出され
た。このことから韓国では自国の文化的・社会的背景に着目した研究，自国の文化の影響の海外
との比較，西欧の研究で得られた知見を自国の文化に適するように修正を行う研究が多く行わ
れていることが見出された。 
 次に，台湾における学生相談・学生支援の近年の研究課題についての文献研究の結果，「大学
生の学生生活の状況に関する研究」，「大学生の精神的健康に関連する諸要因に関する研究」，「学
生相談機関の利用促進及び相談・支援の質的向上に関する研究」，「大学生の家族関係に関する研
究」，「大学生を取り巻く社会的問題に関する研究」の 5つの研究課題が見出された。このことか
ら台湾においても自国の文化的・社会的背景に着目した研究が多く行われていることが見出さ
れた。 
 さらに，韓国のソウル大学校，延世大学校及び台湾の国立台北大学の学生相談機関における訪
問調査から得られた学生相談の現状に関する資料及び相談実務担当者を対象としたインタビュ
ー調査からは，上記の文献研究により得られた知見が補完されるとともに，両国の大学における
学生相談の実情について直近の資料が得られた。その結果，両国における学生相談・学生支援の
研究課題が学生相談における心理専門職の専門性養成に深く関わっていることが示唆された。 
上記のように，本研究の意義は，歴史的・文化的に関連が深いにもかかわらず，学生相談領域
において，これまで重視されてこなかった韓国および台湾に焦点を当て，学生相談の発展が心理
専門職の専門性養成に与えた影響について知見を得たことにある。従来，日本における学生相談
領域の研究は，学生相談の歴史やその発展経緯が日本とは大きく異なる西欧，特にアメリカの学
生相談をもとにするものが大半であった。今後，日本における学生相談の発展や心理専門職の専



門性養成を考える場合，東アジア地域との比較はもとより，これまで着目されてこなかった国々
との比較検討を積極的に行うこと，自国の文化や社会的背景が学生相談の発展や心理専門職の
専門性養成の発展に与えた影響を検討することが必要であると考えられた。 
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